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　市の予算は毎年４月に始まって翌年３月までの１年間を会計年度として
執行されますが、今回は、そのうちの昨年12月までの概況をお知らせします。
　平成24年度予算は、「健康」、「福祉」および「教育」を重点項目と位置づけ、安
全で快適なまちづくりを進めるために、各事業に必要な予算を計上しました。
　現在の予算は下表のとおりで、一般会計が383億7,810万３千円、特別会計が

222億7,737万４千円となっており、民間の高齢者介
護施設等の整備に対する補助の追加等の補正予算お
よび前年度からの繰越事業の追加により、当初予算
に比べて、それぞれ１億4,049万２千円、３億6,108万
５千円の増額となっています。
　市の借金にあたる一般会計の市債残高については、
震災関連事業のために平成13

年度末には1,119億円に達していましたが、平成23年度
末時点では636億円、平成24年11月末時点では592億円
となりました。
　しかしその一方で景気低迷が長引いており、本市で
も税収をはじめ各種譲与税・交付金の減少の影響が出
ていることから、今後も厳しい財政運営が続くものと
予想されます。
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22,499,00624,488,61438,378,103� � � �

6,975,7866,078,4989,646,000��������
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1,489,0931,309,6923,235,474� � � � �

135,33036,727142,000� � � � � � �

6,65538,85813,700� � � � � � �

106,71031,563344,200� � � � �

4,501,2744,069,8816,940,000� � � � � �

25,96373,300331,000� � � � � �

1,026,403965,6621,625,000�������	�

14,267,21412,604,18122,277,374�����

2,67830,9428,000�����������

�� 8064,2702,100��������

3,48435,21210,100�����

36,769,70437,128,00760,665,577�����
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548,798548,799�������	
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445,483483,200� � � � � � � 	 �

246,299439,379� � � � � � � 	 
 � � 
 � � � �

76,866150,550� � � � � � � 	 
 � � �

66,290121,534� � � � � � � � 	 
 �
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二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
ま
で
芦
屋
に
在

住
さ
れ
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
人
の
Ａ
ｕ
ｒ
ｅ
ｌ
ｉ

ａ  
Ｋ
ｏ
ｐ（
ア
ウ
レ
リ
ア 
コ
ッ
プ
）さ
ん
の
日
本

で
の
体
験
が
芦
屋
市
国
際
交
流
協
会
機
関
紙「
か

わ
ら
ば
ん（
二
〇
〇
九
年
春
号
）」に
掲
載
さ
れ
て

い
た
記
事
を
読
み
、外
国
人
か
ら
見
た
日
本
文
化

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。コ
ッ
プ
さ
ん
が
日

本
に
来
て
最
初
に
驚
い
た
こ
と
は
、
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こ
と
で
し
た
。確
か
に
空
港
へ
の
主
要
な
道
路
は

ほ
と
ん
ど
高
速
道
路
で
す
。車
が
主
要
な
交
通
手

段
に
な
っ
た
日
本
で
は
す
っ
か
り
当
た
り
前
に
な

り
ま
し
た
が
、外
国
で
は
事
情
が
異
な
り
、高
速
道

路
は
少
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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さ
ま
ざ
ま
な
生
活
音
に
慣
ら
さ
れ
た
生
活
、電
気

製
品
の
進
化
に
よ
り
、冷
蔵
庫
も
洗
濯
機
も
炊
飯

器
も
私
た
ち
に
声
が
け
を
し
て
く
れ
ま
す
。外
国

製
品
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
？
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日
本
人
が
外
国
で
生
活
を
す
る
場
合
も
き
っ
と
同

じ
な
の
で
し
ょ
う
。日
本
語
を
理
解
で
き
な
い
外

国
人
の
た
め
に
も
っ
と
生
活
上
の
心
配
り
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
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こ
れ
ら
は
サ
ー
ビ
ス
の

行
き
届
い
た
日
本
独
自

の
文
化
な
の
で
し
ょ
う
。
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日
本
人
に
も
理
解
し
に
く
い（
間
違
い
や
す
い
）シ

ス
テ
ム
で
す
が
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。日
本

人
の
生
活
感
覚
か
ら
見
て
何
気
な
い
当
た
り
前
の

こ
と
で
も
、外
国
人
か
ら
は
不
思
議
で
奇
妙
な
、時

に
は
ほ
ほ
え
ま
し
く
、楽
し
い
、文
化
の
違
い
を

コ
ッ
プ
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
多
文

化
共
生
社
会
」は
異
文
化
を
大
切
に
し
、包
み
込
む

社
会
で
す
。よ
り
多
く
の
外
国
人
住
民
と
の
対
話

に
よ
っ
て
異
文
化
理
解
を
深
め
、お
互
い
が
生
活

し
や
す
い
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
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十
二
月
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員

総
選
挙
期
間
に
は
、多
く
の
テ
レ
ビ
や

新
聞
で
、政
策
や
立
候
補
者
、政
局
の

解
説
を
す
る
な
ど
、選
挙
の
話
題
を
取

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、投
票
終
了
時
間
直
前
に
な

る
と
、各
局
一
斉
に
選
挙
速
報
番
組
を

放
送
し
、選
挙
結
果
に
対
す
る
有
権
者

の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。一
方
、自
治
体
が
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
内
に
投
票
所
を
設
け
た
り
、

期
日
前
投
票
の
用
紙
を
書
き
や
す
い
形
に
し
た
り
と
、

投
票
率
を
上
げ
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
を

紹
介
し
た
番
組
も
あ
り
ま
し
た
。本
市
も
明
る
い
選

挙
推
進
協
議
会
と
共
に
、街
頭
で
投
票
を
呼
び
か
け

る
な
ど
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

自
分
に
は
関
心
が
な
い
と
い
う
無
関
心
で
は
な
く
、

有
権
者
一
人
一
人
が
関
心
を
持
ち
、参
加
し
て
こ
そ

の
選
挙
で
す
。

　

選
挙
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、選
ば
れ
た
人
々
が
ど

の
よ
う
に
行
動
す
る
か
を
見
て
い
く
の
も
、有
権
者

の
役
目
で
す
。し
っ
か
り
し
た
視
点
で
見
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

�������	
�
���　２月25日（月）午後１時30分～３時
���　市民センター音楽室　
���　�����トーク「阪神間の洋楽文化」
　　　　�����あしや街角コンサート
���　�����文化プロデューサー・河内厚郎氏
���　�����兵庫芸術文化センター弦楽楽団
　　　　　　　　（バイオリン・ビオラ・チェロ・オーボエ・クラリネット・ピアノ）
���　アンダンテ・カンタービレ／クラリネット・ヴァイオリンとピアノのた
　　　　めの三重奏曲ほか
�����　事業名・住所・氏名・参加人数（１人または２人）・電話番号を記入し
　　　　　　２月18日（月）までに、電話かファクスで下記へ
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������　本市ホームページのトップページ
������　市の広報媒体としての品位・公共性・公益性を妨げ
　　　　　　　　ないもので、市民に不利益を与えないもの
�������　縦60ピクセル×横100ピクセル（ＧＩＦ形式）・
　　　　　　　　４キロバイト以内
���������　１枠・月額15,000円（掲載期間１カ月単位）
�������　市指定の納付書で納付
�����������　「市ホームページ広告掲載申込書」に広告案を添えて、広報課へ。
※詳細については市ホームページのトップページ「広告について」をご覧ください。

�������

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

��������������	
�����

�����　４月19日（金）
                    午後６時30分開演（６時開場）
�����　ルナ・ホール〈全席指定〉
�����　「青菜」「蛸芝居」「子は鎹」
�����　桂米團治
�����　前売り2,500円　当日3,000円　
�������	
�市民センター事務所・市役所売店・ロー
　　　　　　　　　 ソンチケット（Ｌコード55136）
                               ＊2月18日（月）より発売開始
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■
エ
ク
セ
ル（
習
得
編
）

■
エ
ク
セ
ル（
活
用
編
）

■
ワ
ー
ド
の
機
能
を
生
か
し
て
文
書
作
成

■
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

■
ム
ー
ビ
ー
メ
ー
カ
ー
で
動
画
編
集
・
作
成

■
Ｃ
Ｍ
Ｓ（
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
）編
集

■
Ｅ
―
ネ
ッ
ト
安
心
講
座

■
書
画
カ
メ
ラ
を
活
用
し

　

た
授
業
づ
く
り

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活

　

用
し
た
授
業
づ
く
り

■
音
楽
編
集

■
情
報
活
用
能
力
育
成
講
座
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■
習
得
・
活
用
・
探
究
・
言
語
力
の
育
成
を
考
え
る

　

―
社
会
科
授
業
づ
く
り
を
中
核
に
―

■
実
験
の
楽
し
さ
を
味
わ
お
う

　

―
子
ど
も
の
興
味
に
寄
り
添
う
理
科
授
業
―

■『
子
ど
も
』と『
本
』と『
学
び
』を
つ
な
ぐ

　

―
今
、求
め
ら
れ
て
い
る
探
求
型
学
習
―

■
粘
土
を
使
っ
て
の
表
現
活
動

　

―
粘
土
の
造
形
遊
び
、彫
塑
の
基
礎
、素
焼
き
か
ら

　
　

本
焼
き
ま
で
―

■
I
C
T
を
ど
う
活
用
す
る
の
？

　

―
授
業
・
生
活
の
場
面
で
―

■『
特
別
』で
は
な
い
特
別
支
援
教
育

　

―
通
常
学
級
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
あ
り
方
―

■
国
語
科
授
業
づ
く
り
の
ワ
ザ

　

―
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
育
む
言
語
活
動
―

■
算
数
科
の
授
業
づ
く

　

り
の
あ
り
方

　

―
活
用
す
る
力
を
育

　

む
授
業
の
構
想
―

■
心
を
ゆ
さ
ぶ
る
道
徳

　

の
授
業
づ
く
り
―
道

　

徳
授
業
の
実
践
的
指

　

導
力
を
高
め
よ
う
―

■
子
ど
も
を
客
観
的
に

　

理
解
す
る
一
側
面
と
し
て

　

―
発
達
検
査
の
体
験
を
通
し
て
―

■
子
ど
も
の
自
主
性
を
伸
ば
す
・
ク
ラ
ス
集
団
を
つ
く

　

る
―
学
級
活
動
の

　

視
点
か
ら
―

■
単
元
を
貫
く
言
語

　

活
動
で
思
考
力
・
判

　

断
力
・
表
現
力
を
培

　

う
授
業
作
り

■
楽
し
い
外
国
語
活

　

動
Ⅰ
・
Ⅱ

■
子
ど
も
の
伸
び
や

　

か
な
表
現
を
引
き
出
す
た
め
に

■
ど
の
子
も
こ
ぼ
れ
落
と
さ
な
い
授
業
づ
く
り

■
体
育
・
運
動
遊
び
の
授
業
を
ど
う
つ
く
れ
ば
い
い　

　

の
？
―
器
械
運
動
、ボ
ー
ル
運
動
を
例
に
―

■
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
と
教
師
が
輝
く
授
業
づ
く
り

　

―
夢
中
に
な
っ
て
学
ぶ
、か
か
わ
り
合
っ
て
学
ぶ
―

■
自
律
的
学
習
者
を
育
て
る
た
め
に
Ⅰ
・
Ⅱ

　

―「
つ
な
が
り
力
」を
高
め
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
―

■
育
て
よ
う
自
尊
感
情

　

―
教
室
に
は
ド
ラ
マ
が
い
っ
ぱ
い
―

■
自
然
か
ら
の
学
び

■
人
権
教
育
を
生
か
し
た
学
級
集
団
づ
く
り

　

―
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
に
つ
な
が
り
合
う
た
め
に
―

■
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
た
め
に

　

―
子
ど
も
の「
心
の
健
康
」を
支
援
す
る
視
点
か
ら
―

■
人
間
理
解
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

―
い
の
ち
か
け
て
本

　

気
で
向
き
合
う
―

■
植
物
か
ら
の
メ
ッ　

　

セ
ー
ジ
―
大
震
災
か

　

ら
学
ぶ
―

■
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育

　

研
修

■
指
揮
法

■
就
学
前
教
育
に
お
け

　

る
人
権
教
育
を
考
え
る

■
脳
科
学
的
視
点
か
ら
の
保
健
室
ア
プ
ロ
ー
チ
の
ス

　

タ
ン
ス

■
Ｎ
Ｌ
Ｐ
の
教
育
的
活
用
の
た
め
の
実
践
ワ
ー
ク
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■
服
務
に
つ
い
て

■
指
導
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�

■
教
員
と
し
て
の
心
構
え

■
今
後
の
実
践
に
向
け
て

■
教
師
自
ら
人
権
意
識
を

　

高
め
る
た
め
に

■
授
業
研
修
会

■
実
践
を
ふ
り
か
え
る
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■
コ
ー
チ
ン
グ
が
教
育
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る

　

の
か

■
子
ど
も
を
元
気
に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

■
自
己
を
ど
う
磨
く
？
教
師
自
身
の
セ
ル
フ　

　

コ
ー
チ
ン
グ

■
実
践
を
ふ
り
か
え
る
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���　２月23日～３月３日
　　　　午前10時～午後５時（入館は午後４時30分まで）
　　　　※２月25日(月)は休館日

���　美術博物館　
���　幼稚園・小学校・中学校作品
　　　　約1,000点を展示
※同時開催「昔の暮らし飲む・食べる
　―昔の人の食文化―」展も無料で
　ご覧いただけます。
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����　２月23日(土)　　
　　　　　午後２時～
����　歴史資料展示室

�������	
���
�������

※２月23日～３月３日は「第30回芦屋市造形教育展」
　同時開催のため、観覧料無料
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　このたび、南芦屋浜地区の整備状況の進捗に伴い、良好なまちづくりを進めるた
め、南芦屋浜地区地区計画の変更原案の縦覧を行います。
　また、その他の地区計画区域において、各種法令に基づく制限との整合等を図る
ため、10地区の地区計画変更原案の縦覧を行います。　
�����　阪神間都市計画（芦屋国際文化住宅都市建設計画）地区計画の変更
（芦屋市決定）　�������　南芦屋浜（左図参照）・浜風町南・潮見町南・緑町
西・業平町・浜風町第２・若宮町・六麓荘町・新浜住宅・松ノ内町・翠ケ丘町　計
11地区
�����　２月18日～３月４日《平日・執務時間内》　�����　都市計画課

（市役所北館３階）　����　この案について、土地に関する利害関係者は縦覧期間中に芦屋市長宛に意見書を
提出（都市計画課へ）することができます。※意見書は個人情報以外は都市計画審議会の資料として公表されます。
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